水産普及だより　　第 ２２－３ 号　　2010.11.10
阿田和大敷き水揚げ再開！
三重県最南端の紀南漁協（鵜殿港）に行く途中、国道を走って阿田和に入ると、道の駅　　ピネを少し下った左手の浜辺一面に漁具が広げられている光景が見られます。阿田和大敷の従業員が漁具を補修しているところです。

阿田和大敷は９月から休漁となり、その間に漁具を補修して、台風シーズンが終わったら漁を再開します。今年は台風が来ないことから、いつ再開するか思案していたところですが、先日の台風も過ぎ去り、側張りも終わったところなので、そろそろ水揚を再開する予定です。　
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写真（左）が浜辺一面に漁具が並べられている光景（秋の風物詩？）です。波のきつい　　七里御浜のこの場所では、人工リーフという波消しの潜堤が沈められているため、砂浜が削り取られず広範な浜が広がって、網干や漁具の修繕等には最適の場所となっています。

写真（右）は、朝早くから午後２：３０まで従業員による補修作業が続いています。補修作業には、ベテランの元従業員も短期で雇用され手伝っています。
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　休漁前の夏に撮った写真ですが、大きなクレーン車で大敷きの網を吊り揚げて搬入し、先ほどの浜辺まで運び、補修します。

　定置網で獲れる魚は多種多様です。シイラ、カツオ、サバ、イカ、ハモなど種類や大きさも異なります。それらを選別台に乗せて、従業員全員で仕分けして、市場に出します。夏場は小さい魚　　ばかりなので、餌になるものが多いです。冬場のワラサ（ブリ）の大漁を期待したいものです。
